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「南津守安心・安全ミッション」 
 

 ５年生の総合的な学習の時間では、「南津守安心・安全ミッション」というテーマで２学期から取り組ん

できました。 

３・４年生で学習してきたことを振り返り、５年生の視点で町のことをもっと調べてみたいということで

今回の学習がスタートしました。南津守の町を振り返っていくうちに、町に住むみんなが、長くこの町に住

み続けたいと思える町になってほしいなという思いをもつようになり、そ

のために自分たちができることがないかを考えるようになりました。そし

て、みんなで１つになって取り組むために、「南津守安心・安全ミッショ

ン」というテーマも自分たちで考えました。必要な情報を集めるため、地

域の方や校長先生、消防署や警察署の方にインタビューをしたり、区役所

や図書館に行って話を聞いたり、調べたりしました。 

２学期の後半からは、集めた情報をもとに、良い町にしていくために自

分たちにできることはないか考え、グループごとに計画を立て、実行してきました。こんな町になってほし

いと願い、そのために自分たちに何ができるのか５年生なりに考えたことをそれぞれのグループでまとめ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区役所】 

「みんなが自分の町ということを自覚して協

力してよくしていくことができる町」 

「南津守や西成区のことを一番よく知っているの

は、区長さんではないか」ということで、自分たちで

アポイントメントを取って、インタビューに行きま

した。外国人の方が多く住む現状を知り、外国語表記

を増やしたらどうか、これからイベントなどが開催

されるようになれば、母国の文化を知ることができ

るようなことをしてはどうか、また、地域でごみ拾い

の日を作るなど、同じ地域に住む人同士がコミュニ

ケーションをとれるようにする取組を考え、区長に

報告することができました。 

これからどこまで実行できるかは分かりません

が、自分たちの町に関わる大きな一歩となりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【警察署】 

「みんなが安心して安全にくらせる町」 

西成警察署の方にインタビューをしました。「知

らない人についていかない」「信号を守る」など、イ

ンタビューをしてわかったことを「春休みの前に、

南津守の児童に見てもらいたい！」とのことで、動

画にまとめました。撮影から編集まですべて自分た

ちで行いました。セリフが飛んだり、編集がうまく

いかなかったりしながら、動画を作成していまし

た。 

教えていただいたことを守り、安全に楽しい春休

みを過ごしてほしいと思います。 

【消防署】 

「火事がない町」 

消防署のグループは、火事が起こらないようにど

うすればよいか調べました。自分たちで西成消防署

の方にアポイントメントを取って、インタビューに

行きました。「ものを整理整頓する」「火遊びをしな

い」など、火事にならないために必要なことをたく

さん教えて頂きました。そして、それらを南津守の

児童に知らせるため、学校のホームページに掲載し

ました。「こんなふうにホームページをあげるの

か！」と驚きながら、文章を作成していました。 

消防署の方に教えていただいたことを守り、火事

が起こらない町になってほしいですね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【インタビュー（校長先生）】 

「子どもが安心して住める町」 

「安心・安全にくらすために必要なことは何か」という

ことでインタビューをしてみると、「遊ぶときは、いつ・ど

こで・だれと遊ぶかお家の人に知らせる」「毎日を元気に安

全に過ごしてほしい」といった校長先生やお家の人ならで

はの意見をもらいました。自分たちだけでなく、他の学年

の児童にもそれらを知ってもらいたいと、校内放送を行い

ました。 

また、自分たちも見守り隊として参加してはどうかも校

長先生に提案していました。 

改めて一人一人の意識が高まりました。 

【インタビュー（地域の方）】 

「災害が起こっても被害が少ない町」 

街頭インタビューをしてみると、「防災」についての

意見をたくさんもらいました。「災害が起こってもでき

るだけ被害が小さくすんでほしい」と、ホームページに

まとめたことを掲載しました。 

「みんなが気持ちよく住める町」 

一番子どもたちから声が上がった「ゴミやポイ捨ての

ない町になってほしい」という意見。そこで、普段自分

たちが利用している公園をまずは自分たちの手できれ

いにしようと、清掃活動を企画し、中央公園、北公園、

さくら公園の 3か所に分かれて実施しました。「きれい

になって気持ちいい！」と進んでゴミを拾っていまし

た。 

このような意識を校内、町へとどんどん広げていきた

いです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図書館】 

「安全で平和な町」 

西成図書館に行ったり、自分たちで校区を調べた

りしてみると、「交通量が多い」「人通りが多い」と

いうことに気づきました。交通量と人通りの多さが

事故にどのように結びついているかまでは、調べる

ことができませんでしたが、「これだけ車や自転車

が多くて人も多かったら、いつ事故が起こってもお

かしくないよね」と考えました。そこで、「まずは自

分たちが交通ルールを守り、事故が起こらないよう

にしよう！」という意見が出ました。最後は、考え

たことをプレゼンテーションや動画にまとめ、南津

守の児童に観てもらいました。 

交通ルールをしっかりと守り、安全に気を付けま

しょう！ 

【アンケート】 

「花と緑がきれいな町」 

町に住む人にアンケートを取ってみると、「公園

はあるが、きれいな花や緑が少ない」という意見が

ありました。そこで、まず自分たちで種を植えて花

を育てることにしました。気持ちを込めて、一つ一

つていねいに植えました。 

植えた種は、６年生になるころに芽が出る予定で

す。花が咲いたら学校で配布し、まずは身近なとこ

ろから花をいっぱいにしよう作戦です！ 

きれいに花が咲き、自分たちの考える町に近づく

といいですね。 



 

 

 

 

 

今回の学習を通して、各グループが知恵を出し合い、そしてたくさんの人たちからもお話を聞いて、

今の自分たちにできることを考えることができました。自分たちの町について考えたことをきっかけに、

これからも自分たちの住んでいる地域、町を大切に思い、また、良くしていくために積極的にかかわって

いってほしいなと願っています。 

アンケートやインタビューなど、ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました！ 


